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2019 年 10 月 2 日 

報道関係各位 

GMO ペイメントゲートウェイ株式会社 

 

三井住友カードが展開する次世代決済プラットフォーム「stera」 

共同構築について 

 

GMO インターネットグループにおいて、総合的な決済関連サービス及び金融関連サービスを展開する GMO

ペイメントゲートウェイ株式会社（東証一部：証券コード 3769、代表取締役社長：相浦 一成 以下、GMO-

PG）は、三井住友カード株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：大西 幸彦、以下：三井住友カー

ド）が展開する次世代決済プラットフォーム「stera」を共同構築しております。 

このたび、次世代決済プラットフォームのサービス内容が具体化し、営業を開始することとなりましたので、

別紙の通り、GMO-PG および三井住友カード、ビザ・ワールドワイド・ジャパン株式会社（本社：東京都千

代田区、代表取締役社長：スティーヴン・カーピン）の 3 社による共同発表を行いました。 

 

以上 
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2019 年 10 月 2 日 

各  位 

 

三 井 住 友 カ ー ド 株 式 会 社 

GMO ペイメントゲートウェイ株式会社 

ビザ・ワールドワイド・ジャパン株式会社  

 

次世代決済プラットフォーム「stera」について 

 

 

三井住友カード株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：大西 幸彦、以下：

三井住友カード）は本年2月にGMOペイメントゲートウェイ株式会社（東証一部：証券

コード 3769、代表取締役社長：相浦 一成 以下、GMO-PG）およびビザ・ワールド

ワイド・ジャパン株式会社（東京都千代田区、代表取締役社長：スティーヴン・カーピ

ン、以下：Visa）と、次世代決済プラットフォーム事業の構築にそれぞれ合意し、その

実現に向けた企画・開発を進めてまいりました。このたび、サービス内容が具体化し、

本格的な営業を開始することとなりましたので発表いたします。 

 

【次世代決済プラットフォーム「stera」 の概要】 

steraは、三井住友カードが、GMO-PG、Visaと共同で構築した事業者向け次世代決

済プラットフォームです。実際に決済が発生する店舗の決済端末やECサイトから、決

済データを処理するセンター、処理をした決済データを各事業者に届けるネットワーク

まで、キャッシュレス決済の過程で事業者サイドが必要とする機能を一気通貫でカバー

しております。 

 

 

 

三井住友カードが業界をリードする2社と提携し、全く新しい決済プラットフォーム「stera」を構築。 

その名には「新時代の舵を切る（steer-era）」という思いを込めている。 
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【stera の４つのコンセプト】 

steraは４つのコンセプトから構成されています。 

 

 

それぞれのコンセプトは以下の通りです。 

（１） ワンストップ対応： 

steraは決済手段の多様化から生じるインフラ面での課題解決に向け、２つのワンス

トップ化を実現いたします。具体的にはセンター機能の一体化と、ワンストップ決済

を実現する新端末の開発です。リアル店舗・EC、双方の事業者向けに、多種多様な

決済にワンストップで対応する決済インフラをご提供いたします。 
 

① センター機能のワンストップ 

三井住友カードとGMO-PGがセンター機能を共同で構築し、クレジットカード、

電子マネー、QRコード等、あらゆる決済手段に対応することに加え、「リアル店舗

とECの連携」を実現します。 

EC向けには、GMO-PGが既に展開している国内シェアNo.1のEC向け総合決済シ

ステム「PGマルチペイメントサービス」を、両社でstera専用にカスタマイズしてご

提供いたします。 

日本ではこれまで、センター機能に関しては、リアル決済とネット決済とで運営事

業者が分かれ、別システムとして扱われていましたが、steraではリアル決済とネッ

ト決済のセンター機能を一体で運営することで、リアル・ネット双方の店舗を運営さ

れる事業者向けに、オムニチャネルに対応したソリューションをご提供できるように

なります。 
 

② 端末による決済のワンストップ：stera terminal 

一台でクレジットカード、電子マネー、QRコード等、さまざまな決済手段の受け

入れが可能となる、オールインワン新端末を開発し今年度（2020年3月）中にリリー

スいたします。事業者はこの一台で、さまざまな決済手段への対応が可能となり、決

済プロセスの簡略化だけでなく、レジ周りの省スペース化も図ることが可能となりま

す。 

また、汎用OS（Android OS）の採用により、オンライン上の操作だけで端末の機

能追加が容易に可能となります 

 

 

 

 

 

 

 

 

     （お客様側）       （店舗側） 

・4インチタッチスクリーン         ・7インチタッチスクリーン 

・多言語表示や、電子サイン、PIN入力にも対応    ・オートカッター付プリンタも標準装備 
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（２） オムニチャネル対応： stera dashboard 

steraは、リアル店舗・EC双方の決済インフラをパッケージでご提供することで、双

方の決済データの統合が可能となります。事業者には、統合したデータを１つのダッシ

ュボードで閲覧・ダウンロードできるサービスをご提供いたします。 

決済データの統合が可能となることで、決済手段に関わらず、キャッシュレスによる

売上金管理等の事務作業が一本化され、事業者はパソコンやスマホから簡単に集計結果

等を把握可能となります。さらに事業者にとっては、ダウンロードデータの店舗経理シ

ステムとの自動連携等により、従来の決済事業者各社からの送付明細との個別突合作業

が不要となり、業務効率化が大きく促進されます。 

マーケティングに関しても、決済データの統合により、従来リアル店舗とECそれぞ

れでの別々な集計・分析を余儀なくされていた事業者は、決済データの統合によりリア

ルとネットを統合した顧客の購買行動分析が可能となり、マーケティングの高度化・効

率化を図ることができます。 

 

 

（３） グローバルレベルのネットワーク 

steraが提供するネットワークの処理能力は、Visaのグローバルなネットワークを活

用しており、毎秒65千件超の世界トップレベルのパフォーマンスを誇ります。 

また、steraは独自の不正検知レーダーを採用しています。この不正検知レーダーは、

Visaが200以上の国と地域で処理をしている年間680億件超のトランザクションから導

き出された不正取引の検知ロジックに、三井住友カードが50年以上培ってきた国内の決

済事業運営ノウハウを掛け合わせた独自のプログラムで構成されています。 

これらにより、steraは日本特有の複雑な決済マーケットにマッチしつつ、グローバ

ルレベルのスケールメリットを活かしたコスト競争力、世界水準のセキュリティレベル

を事業者にご提供いたします。 

 

 

（４） 新たなサービス提供： stera market 

steraでは、三井住友カードが運営主体者として、この端末上で利用できるアプリを

取り揃えたアプリマーケットプレイス stera marketを展開します。stera terminalは、

Android OSを採用しているため、事業者は決済以外でも必要な業務アプリをダウンロ

ードすることが可能です。 

steraでは、決済機能のワンストップ対応に留まらず、さまざまな業務や顧客サービ

スをこの端末に集約することで、事業者の業務効率化を支援します。 

特に事業者からのニーズが高いPOSレジ機能や免税対応等のアプリを搭載すること

を予定しており、順次ラインナップを増やしていく予定です。 
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stera market 

・stera terminal上で利用可能なセキュアなアプリマーケット 

・AndroidTMOSを採用することで、決済機能に加え業務アプリケーションの搭載が可能 

 

 

 

【GMOデータ株式会社設立について】 

本決済プラットフォーム事業を効率的かつ持続的に運営するため、三井住友カードと、

GMO-PGの連結会社で対面店舗向けクレジットカードなどの決済事業を展開する

GMOフィナンシャルゲート株式会社との間で、2019年8月28日付でジョイントベンチ

ャー「GMOデータ株式会社」を設立いたしました。 

 

我が国では、既存のクレジットカード・デビットカード・電子マネー等の普及に加え、

インバウンド利用の増加、モバイルペイメントやQRコードといった店頭での決済手段

が多様化しています。また、金融業界以外のプレイヤーによるデータ蓄積・利活用を目

的とした独自ペイメントサービスの導入等、キャッシュレス決済市場が複雑化を伴いな

がら成長しております。 

 

こうした我が国の特殊な環境下において、決済システム全体の複雑さに起因する非効

率を解消しつつも、新たなテクノロジーの登場や事業者・利用者双方のニーズの高度化

に柔軟かつスピーディーに応えるために、三井住友カードとGMO-PGの提携を強化し、

安心・安全・便利な事業者向け決済プラットフォームを提供してまいります。 

 

会社名 GMO データ株式会社 

所 在 地 東京都渋谷区渋谷2-12-19 東建インターナショナルビル本館7F 

代 表 者 代表取締役社長 青山 明生 

事業内容 クレジットカード決済等のプロセッシング業務 

資 本 金 2 億 45 百万円 （2019 年 9 月末日現在） 

 

 

 

 

 

付加価値 

（非決済） 

基本機能 

（決済） 
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【三井住友カードについて】 

三井住友カードは、1967年の発足以来、日本におけるVisaのパイオニアとして、またキ

ャッシュレス化を先導する総合決済事業者として、半世紀にわたり日本のクレジットカー

ド業界を牽引しています。国内外のFintech企業との提携をはじめ、インバウンド消費や地

方創生を促進する最新の加盟店ソリューションの提供、世界中で使えるプリペイドカード

の発行など、多様化する顧客ニーズに対応した商品開発と時代の変化に応じた新たなビジ

ネスモデルの構築を積極的に推進しています。 

 

会 社 名 三井住友カード株式会社 

所 在 地 
東京本社 東京都港区海岸1-2-20 汐留ビルディング 

大阪本社 大阪市中央区今橋4-5-15 

代 表 者 代表取締役社長 大西 幸彦 

事業内容 

クレジットカード業務、デビットカード・プリペイドカード・その

他決済業務、ローン業務、保証業務、ギフトカード業務、その他付

随業務 

資 本 金 340 億 3 千円 （2019 年 3 月末日現在） 

Ｕ Ｒ Ｌ 
https://www.smbc-card.com/company/index.jsp 

「いいキャッシュレスが、いい毎日を作る。Have a good Cashless.」 

https://www.smbc-card.com/cashless/hgc.html 

 

【GMO-PGについて】 

GMO-PGは、ネットショップなどのオンライン事業者、NHK、国税庁や東京都等の公的

機関など10万店舗以上の加盟店に、総合的な決済関連サービス及び金融関連サービスを提

供しています。決済サービスを中心に、加盟店の成長に資する付加価値サービスを提供し、

年間決済処理金額は4兆円を超えています。（GMO-PG連結企業群2019年6月末現在） 

決済業界のリーディングカンパニーとして、日本のキャッシュレス化に貢献するべく、金

融機関向けのソリューション提供、後払い決済・レンディングといったFintechサービスの

提供、IoTをはじめとする対面分野での決済事業など事業領域を拡大しています。また、海

外での決済・金融関連サービスの提供、海外企業との資本業務提携などグローバル展開も

進めています。 

GMO-PGは、今後も新たなイノベーションを牽引し、安全性が高く便利な決済プロセス

のインフラになることを目指してまいります。 

 

会 社 名 
GMO ペイメントゲートウェイ株式会社 

（東証第一部 証券コード：3769） 

所 在 地 東京都渋谷区道玄坂１丁目 14 番 6 号 ヒューマックス渋谷ビル 

代 表 者 代表取締役社長 相浦 一成 

事業内容 ■総合的な決済関連サービス及び金融関連サービス 

資 本 金 47 億 12 百万円 

Ｕ Ｒ Ｌ https://corp.gmo-pg.com/ 
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【Visaについて】 

Visa は、電子決済の世界的リーダーです。Visa のミッションは、最も革新的で信頼性

が高く安全な決済ネットワークで世界を結び、個人や企業、そして経済の繁栄に貢献する

ことです。Visa が保有する最先端のグローバルなプロセシングネットワークである

VisaNet は、毎秒 65,000 件を超す取引を処理することができ、世界中に安全かつ信頼の

おける電子決済を提供します。デバイスにかかわらず、誰でもどこでも利用できるデジタ

ル・コマースの急速な発展を目指し、Visa は常にイノベーションの追求に邁進しています。

世界がアナログからデジタルに移行しつつある今、Visa は自社のブランド、商品、人材、

ネットワーク、および企業スケールを活かして商取引の未来を形作っていきます。詳しく

は 、 https://usa.visa.com/about-visa/our_business.html （ 英 語 サ イ ト ） ま た は

https://www.visa.co.jp（日本語サイト）をご覧ください。 

 

会 社 名 ビザ・ワールドワイド・ジャパン株式会社 

所 在 地 東京都千代田区丸の内 2-4-1 丸の内ビルディング 24 階 

代 表 者 代表取締役社長 スティーヴン・カーピン 

事 業 内 容 世界規模のペイメントテクノロジーの提供 

Ｕ Ｒ Ｌ 
https://usa.visa.com/about-visa.html（英語サイト）

https://www.visa.co.jp/（日本語サイト） 

 

以  上 

 

≪各社お問い合わせ先≫ 

三井住友カード株式会社 

経営企画部 渉外・広報室 

TEL：03-5470-7240 

E-mail：public_relations@smbc-card.com 

GMO ペイメントゲートウェイ株式会社 

企業価値創造戦略 統括本部 

TEL：03-3464-0182 

E-mail：pr@gmo-pg.com 

ビザ・ワールドワイド・ジャパン株式会社 

広報部 

TEL：03-3210-1650 

E-mail：jp-ccom@visa.com 

 

mailto:ir@gmo-pg.com
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